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International Council on Archives. Multilingual Archival Terminology. http://www.ciscra.org/mat/ 
 
1-2 と 1-3 には微妙なずれがあることに注意（下線部） 
 
2. Archives is Power: アーカイブズの歴史を駆け足でふりかえってみると…. 
2-1. 文字の誕生：紀元前 4000-3000 年、社会の組織化が進んだ地域で文字が生まれる 
2-2. 組織化→実務の複雑化→記録作成→記録管理  
 2-2-1. メソポタミアの楔形文字 on 粘土板 
   2-2-2. エジプトの象形文字 on パピルス 
   2-2-3. ギリシア・ローマ on 木板やパピルスなど、長期に残りにくい素材 
        →石碑と文学資料のみ残存 
2-2-3-1. ギリシア：アーカイブズ（archives）の語源は都市国家（ポリス）にあり 
2-2-3-2. ローマ on パピルスと木板 






最もよく使われる記録は cartularii に全文転記され、原本は保存用に 
記録の廃棄は、14 世紀頃には第三者委員会の協議を経て実施       
 2-4. 絶対王政の時代 
・王国の公文書へのアクセスは閉ざされる 
・記録の作成量は官僚化、そして国家による国民の監視が進むとともに増加 
Duranti, Luciana. The Odyssey of Records Managers (in two parts).  
Records Management Quarterly 23(3): 3-11 and 23(4):3-11. 1989. 
2-5. フランス革命～国民国家成立期 
 ・1766 スウェーデンで世界最初の情報公開法 
"His Majesty’s Gracious Ordinance Relating to Freedom of Writing and of the Press"公布 
Mustonen, Juha. The World’s First Freedom of Information Act: Anders Chydenius’ Legacy Today. Kokkola:Anders 
Chydenius Foundation Press. 2006. http://www.chydenius.net/pdf/worlds_first_foia.pdf 
・1794.06.25 革命後のフランスで国家記録の公共性が宣言 
    →市民が公文書を閲覧する権利の確立 
→現用記録と歴史的記録の分離、第三者・合議による記録の評価選別 
  ・「国立公文書館」の設立 






・19 世紀後半～20 世紀初めにかけて、文書管理に関する規則や立法が整備され、 
 アーカイブズの「原則」もこの頃確認される。 
 2-6. 20 世紀 
  ・長期にわたる複数国家間の戦争、国家と産業との関わりの深化、福祉国家による 
    国民生活への介入→行政の業務量の増加と業務の多様化→文書量の爆発的増加 
     ＋書字・複製技術の進歩 
      ＝アーカイブズは、「残す」よりも「捨てる」方向へ 
 
【まとめ：アーカイブズ（文書）の基本的性格】 
 1) 特定の業務遂行のために作成される。 







・実務をベースに、19 世紀末のヨーロッパで基本的な考え方（原則）が確立  
・「図書」に比べて多様な対象＋アーカイブズを生み出す人びとの文化を反映 
  →個別性の重視：一般化・理論化の遅れ 
 
3-1. 編成・記述（要するに「整理と目録作り」）に関する原則 
3-1-1. フォンド尊重（の「原則」）principle of respect des fonds （1841～フランス）  
  ・異なる組織・個人が作成した文書を混ぜない 
  ・フォンドの内部は、主題別分類したりしてもよい 
3-1-2. 出所原則 principle of provenance 
   原秩序尊重（の「原則」）principle of respect for original order（1881～プロイセン） 
   ・プロイセンでは、官僚機構が業務遂行と同時に文書を管理する Registratur とい
う仕組みがあった 
   ◎もともときちんとしている文書群は、アーカイブズでもそのまま管理しよう！ 
    ・文書は部局ごとに管理して、他の部局のものと混ぜない（≒フォンド） 
    ・部局の Registratur が文書に与えた秩序（original order)を守る 
Desjardins, Gustave Adolphe. Le Service des Archives Départementales. 
originally published in Paris by E. Bourloton, 1890, Reprints by Kessinger Publishing, 2010, pp.26-30. 
Posner, Ernst. Max Lehmann and the Genesis of the Principle of Provenance.  
in: Munden, Ken. (ed.). Archives and the public interest: selected essays by Ernst Posner.  
Chicago: The Society of American Archivists. 2006, pp.36-44. 
 
  →記録とその作成のコンテクストを確実に結びつけておくことの重要性 
















3-3-2. 30 年原則：記録作成後すぐに公開できない文書について、非公開とする期間   
の国際的な目安だが、基本的に短縮傾向に。 









      文書館などの保存機関へ移管＝archives 




    ＝組織アーカイブズ 
 20世紀になって、ある特定のトピックやカテゴリの記録を収集・保存・公開す
る機関が出現  ＝収集アーカイブズ 
 
4. 女性アーカイブズ 
 4-1. 「収集アーカイブズ」としての「女性アーカイブズ」の出現 
・組織アーカイブズの主流は男性中心社会の男性中心組織の男性中心記録 
  ⇒1930年代半ば～ 「女性アーカイブズ」設立運動 
   国際女性運動アーカイブズ（オランダ）・World Women's Archives Center（USA） 
 ・フェミニズムの「波」に呼応 
 




























5-2. 基本方針を立てる（archival policy) 
5-2-1. 誰のために、何のために、どんな記録を保存するのか 
  ・誰のために：組織内部利用のみ～一般利用まで様々 




  ・どこに保存するか：専用の書庫～部内各所まで様々 
  ・いつ、どのくらい利用者サービスを提供するか 
5-2-1. 誰が、どんな仕事に責任を持つのか 
  ・専任職員～ボランティアまで、責任と担当業務を決める 
5-2-3. 誰に対して、何を公開するか（access policy,5-3-6 を参照） 
  ・5-2-1 と関連。内部利用でも機密事項などがあれば注意が必要 
  ・一般に開くならプライバシー、個人情報保護法、著作権法なども 







    「現在の管理上、法律上及び財務上の利用、証拠及び情報としての価値、編成と条件、
並びに他の記録との関係に基づいて、記録の価値とそれによる処分を決定する、基本的な
記録管理／アーカイブズの機能。」 
         （上述 1-2 と同様 ICA の Terminology より、以下も同じ）    
  ・評価のための基準を作成（できれば合議体で） 
  ・定めた基準に沿って評価（できれば複数で） 
  ・評価結果は第三者（上司または何らかの合議体）のチェックを受ける 
  ・廃棄と決まったものについては廃棄リストを作成 
5-3-2. acquisition（取得）： 
    「既定の、法律に基づく手続きによる移管、又は寄託、購入、寄贈、遺贈によって、記録セ
ンター又はアーカイブズ機関の所蔵資料に加える作業。」 
5-3-3. accession（受け入れ登録）： 
















   ・保存環境の整備 
・クリーニング、有害物質の除去、保存容器への収納・虫害等への対策 










・access policy を作成する（時に見直しも） 
  プライバシー、個人情報、著作権 
  組織内部のルールや情報セキュリティ 
  全利用者に同じルールを適用するか、一定の利用者に条件付き利用を認めるか 
  不服申立の仕組みを設けるか 
  複写の可能性と方法（著作権法に注意！） 










    ＊参考：ニューヨークの Lesbian Herstory Archives の基本方針 
                  http://www.lesbianherstoryarchives.org/ 
 




 LHA は全てのレズビアンの政治的闘争に関与する。 
 アーカイブズに関するスキルは、ある世代のレズビアンから次の世代のレズビアンへ伝えられる。これは
伝統的アーカイブズのエリート主義と決別するためである。  
















久留島典子. 女性アーカイブズの役割と可能性. 国立女性教育会館研究ジャーナル. 2008, 
no.12, pp.5-15. http://www.nwec.jp/jp/data/journal1202.pdf （20131122 最終アクセス） 
国立女性教育会館編. 女性アーカイブセンター機能に関する調査研究報告書―女性の歴
史を今に活かし、未来へつなぐ―. 2007. 
Zanish-Belcher, Tanya; Voss, Anke.(eds.) .Perspectives on Women's Archives. Chicago: Society 






            http://www.ne.jp/asahi/archivists/support/booklist2012.pdf 
   ―『これだけクリックすればわかるアーカイブズ』、2013 年. 
            http://www.ne.jp/asahi/archivists/support/archives-links-2013.html 
